
223

〔
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
彙
報
〕
二
〇
二
一
年
度
下
半
期�

※
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
二
二
年
三
月
ま
で

一
　
展
示

　

二
〇
二
一
年
度
秋
季
企
画
展
は
開
催
を
中
止
し
た
。

　

な
お
文
化
推
進
部
所
管
施
設
と
し
て
の
（
旧
）
歴
史
館
に
お
け
る
展
示

報
告
は
、『
早
稲
田
大
学 

文
化
推
進
部
年
報
』
に
記
載
が
あ
る
。

二
　
刊
行
物

（
一
）『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
五
三
巻　

通
巻
第
五
七
号

二
〇
二
二
年
二
月
二
八
日
発
行

Ａ
５
判
、
一
六
四
頁
、
二
〇
〇
部

　

な
お
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
を
設
置
す
る
早
稲
田
大
学
百
五

十
年
史
編
纂
委
員
会
が
編
纂
し
た
刊
行
物
は
次
の
通
り
。

『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
一
巻

二
〇
二
二
年
三
月
三
一
日
発
行
、
初
刷
一
四
〇
〇
部

Ａ
５
判　

カ
ラ
ー
口
絵
一
六
頁
、
本
文
一
五
五
三
頁

三
　
移
管
・
寄
贈
資
料

（
一
）
移
管　

三
件

（
二
）
寄
贈　

七
件

四
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　

研
究
者
・
学
内
各
箇
所
等
か
ら
資
料
利
用
（
閲
覧
・
複
写
・
転
載
）
の

申
請
が
多
数
あ
っ
た
。

五
　
協
力
事
業

（
一
）
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
へ
の
資
料
貸
出　

一
件

（
二
）
文
化
推
進
部
へ
の
資
料
貸
出　

二
件

（
三
）
會
津
八
一
記
念
博
物
館
へ
の
資
料
貸
出　

一
件

六
　
所
長
・
運
営
委
員

（
一
）
所
長　

渡
邉
義
浩
（
文
学
学
術
院
教
授
・
理
事
）

（
二
）
運
営
委
員
（
二
〇
二
二
年
一
月
二
六
日
現
在
）

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８
条
一
号
に
基
づ
く

��


理
事
（
文
化
推
進
部
門
総
括
）　

文
学
学
術
院
教
授　

渡
邉　

義
浩

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８
条
二
号
に
基
づ
く

�

政
治
経
済
学
術
院
教
授　

仲
内　

英
三

�

法
学
学
術
院
教
授　

下
田　
　

啓

�

文
学
学
術
院
教
授　

飯
山　

知
保

�

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
准
教
授　

野
口　

穂
高

�

商
学
学
術
院
教
授　

清
水　
　

洋
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�

理
工
学
術
院
教
授　

森　
　

達
哉

�

社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授　

稲
生　

信
男

�

人
間
科
学
学
術
院
准
教
授　

加
藤　

茂
生

�

ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授　

石
井　

昌
幸

�

国
際
学
術
院
教
授　

早
瀬　

晋
三

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８
条
三
号
に
基
づ
く

�

校
友
会　

常
任
幹
事　

鈴
木　

義
秀

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８
条
四
号
に
基
づ
く

　
　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員　

法
学
学
術
院
教
授

�

　

和
仁　

か
や

　
　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員　

文
学
学
術
院
教
授

�

　

沖　
　

清
豪

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
８
条
五
号
に
基
づ
く

�

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長　

文
学
学
術
院
教
授　

渡
邉　

義
浩

�

教
務
部
長　

理
工
学
術
院
教
授　

本
間　

敬
之

�

図
書
館
長　

法
学
学
術
院
教
授　

ロ
ー
リ
ー 

ゲ
イ

�

會
津
八
一
記
念
博
物
館
長　

文
学
学
術
院
教
授　

肥
田　

路
美

�

文
化
推
進
部
長　

法
学
学
術
院
教
授　

首
藤
佐
智
子

�

総
務
部
長　

金
子　

太
郎

�

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
長　

鈴
木　
　

護
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〔
歴
史
館
彙
報
〕

　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
箇
所
）
と
歴
史
館
（
施
設
）
は
、
二
〇
二
二

年
四
月
一
日
、
早
稲
田
大
学
歴
史
館
（
箇
所
）
へ
改
組
改
称
さ
れ
た
。
今

号
の
彙
報
で
は
、
館
長
及
び
運
営
委
員
、
関
連
規
約
を
掲
載
す
る
こ
と
と

し
、
二
〇
二
二
年
度
の
事
業
報
告
は
次
号
に
掲
載
す
る
。

一
　
館
長
・
運
営
委
員

（
一
）�

館
長　

渡
邉
義
浩
（
文
学
学
術
院
教
授
、
理
事
（
二
〇
二
二
年
九

月
二
〇
日
ま
で
）、
常
任
理
事
（
二
〇
二
二
年
九
月
二
一
日
か
ら
）。）

（
二
）
運
営
委
員
（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
〇
日
現
在
）

　

歴
史
館
規
則
第
９
条
一
号
に
基
づ
く

　
　

常
任
理
事
（
文
化
推
進
部
門
総
括
）　

文
学
学
術
院
教
授

�

　

渡
邉　

義
浩

　

歴
史
館
規
則
第
９
条
二
号
に
基
づ
く

�

政
治
経
済
学
術
院
教
授　

本
野　

英
一

�

法
学
学
術
院
教
授　

下
田　
　

啓

�

文
学
学
術
院
教
授　

伊
川　

健
二

�

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授　

野
口　

穂
高

�

商
学
学
術
院
教
授　

清
水　
　

洋

�

理
工
学
術
院
教
授　

桐
村
光
太
郎

�

社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授　
ゲ
イ
ル 

カ
ー
テ
ィ
ス 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

�

人
間
科
学
学
術
院
教
授　

原　
　

知
章

�

ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授　

石
井　

昌
幸

�

国
際
学
術
院
教
授　

黒
田　

一
雄

　

歴
史
館
規
則
第
９
条
三
号
に
基
づ
く

�

校
友
会　

常
任
幹
事　

鈴
木　

義
秀

　

歴
史
館
規
則
第
９
条
四
号
に
基
づ
く

�

歴
史
館
研
究
調
査
員　

法
学
学
術
院
教
授　

和
仁　

か
や

�

歴
史
館
研
究
調
査
員　

文
学
学
術
院
教
授　

沖　
　

清
豪

　

歴
史
館
規
則
第
９
条
五
号
に
基
づ
く

�

歴
史
館
館
長　

文
学
学
術
院
教
授　

渡
邉　

義
浩

�

歴
史
館
副
館
長　

文
学
学
術
院
教
授　

真
辺　

将
之

�

教
務
部
長　

法
学
学
術
院
教
授　

大
場　

浩
之

�

図
書
館
長　

法
学
学
術
院
教
授　

ロ
ー
リ
ー 

ゲ
イ

�

會
津
八
一
記
念
博
物
館
長　

文
学
学
術
院
教
授　

肥
田　

路
美

�

文
化
推
進
部
長　

法
学
学
術
院
教
授　

首
藤
佐
智
子

�

総
務
部
長　

金
子　

太
郎

�

歴
史
館
事
務
長　

鈴
木　
　

護

二
　
関
連
規
約

　

歴
史
館
規
則
（
１
９
９
８
年
５
月
21
日
規
約
第
98
─
６
号
）

　
（
設
置
お
よ
び
名
称
）

第
１
条　

本
大
学
に
歴
史
館
を
置
く
。
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（
目
的
）

第�
２
条　

歴
史
館
は
、
本
大
学
の
歴
史
（
過
去
、
現
在
お
よ
び
未
来
）
お

よ
び
本
大
学
開
学
以
来
の
関
連
す
る
歴
史
に
係
る
資
料
（
以
下
「
資

料
」
と
い
う
。）
を
収
集
、
調
査
分
析
し
、
な
ら
び
に
創
設
者
大
隈
重

信
お
よ
び
関
係
者
の
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
成
果
を
将
来
に
伝
承

す
る
と
と
も
に
、
展
示
な
ど
に
よ
り
広
く
社
会
に
公
開
す
る
こ
と
で
、

本
大
学
の
建
学
の
精
神
お
よ
び
存
在
意
義
の
発
信
、
早
稲
田
ら
し
さ
と

誇
り
の
醸
成
の
実
現
お
よ
び
研
究
教
育
の
向
上
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と

に
加
え
、
比
較
大
学
史
研
究
を
通
じ
て
、
本
大
学
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
業
務
）

第�

３
条　

歴
史
館
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
業
務
を

行
う
。

一　

資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
お
よ
び
記
録

二　

資
料
の
調
査
分
析
お
よ
び
研
究

三　

資
料
の
公
開
な
ら
び
に
調
査
分
析
お
よ
び
研
究
の
成
果
の
展
示

四　

講
演
会
、
公
開
講
座
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催

五�　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
通
じ
た
本
大
学
の
歴
史
に
対
す

る
理
解
の
増
進
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
関
す
る
事
項

六　

そ
の
他
第
２
条
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

（
館
長
）

第
４
条　

歴
史
館
に
、
館
長
１
人
を
置
く
。

（
館
長
の
職
務
）

第
５
条　

館
長
は
、
歴
史
館
の
業
務
を
統
括
し
、
歴
史
館
を
代
表
す
る
。

２�　

館
長
は
、
毎
年
度
の
終
り
に
、
当
該
年
度
の
業
務
経
過
お
よ
び
次
年

度
の
業
務
計
画
を
大
学
に
報
告
し
、
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

業
務
計
画
を
変
更
し
た
と
き
も
前
項
と
同
様
と
す
る
。

（
館
長
の
嘱
任
）

第
６
条　

館
長
は
、
本
大
学
の
教
職
員
の
う
ち
か
ら
、
大
学
が
嘱
任
す
る
。

（
館
長
の
任
期
）

第
７
条　

館
長
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２�　

館
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
後
任
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
。

（
副
館
長
）

第
８
条　

館
長
を
補
佐
す
る
た
め
に
、
副
館
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

副
館
長
は
、
館
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
大
学
が
嘱
任
す
る
。

３�　

副
館
長
の
任
期
は
、
館
長
の
任
期
に
従
う
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ

な
い
。

４�　

副
館
長
は
、
館
長
が
欠
け
た
と
き
ま
た
は
館
長
に
事
故
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

（
運
営
委
員
の
嘱
任
）

第�

９
条　

歴
史
館
に
運
営
委
員
若
干
人
を
置
き
、
次
の
区
分
に
よ
り
大
学

が
嘱
任
す
る
。

一　

文
化
推
進
を
担
当
す
る
理
事

二　

各
学
術
院
か
ら
推
薦
さ
れ
た
専
任
教
員　

各
１
人

三�　

校
友
会
代
表
幹
事
ま
た
は
常
任
幹
事
の
う
ち
か
ら
校
友
会
長
の
推

薦
す
る
者　

１
人

四�　

歴
史
館
の
研
究
調
査
員
の
う
ち
か
ら
館
長
の
推
薦
す
る
者　

若
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干
人

五�　

館
長
、
副
館
長
、
図
書
館
長
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
長
、
教
務

部
長
、
文
化
推
進
部
長
、
総
務
部
長
お
よ
び
事
務
長
は
、
職
務
上
運

営
委
員
と
す
る
。

（
運
営
委
員
の
任
期
）

第�

10
条　

前
条
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
規
定
す
る
運
営
委
員
の
任
期

は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２�　

前
項
の
運
営
委
員
が
欠
け
た
と
き
の
後
任
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の

残
存
期
間
と
す
る
。

（
運
営
委
員
会
お
よ
び
そ
の
権
限
）

第�

11
条　

運
営
委
員
は
、
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
次
の
事
項
を
議
決

す
る
。

一　

歴
史
館
の
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

二　

歴
史
館
の
予
算
お
よ
び
決
算
に
関
す
る
事
項

三�　

顧
問
、
研
究
調
査
員
、
任
期
を
定
め
て
嘱
任
し
た
講
師
（
以
下

「
講
師
（
任
期
付
）」
と
い
う
。）、
助
教
お
よ
び
助
手
の
任
免
に
関
す

る
事
項

四　

運
営
委
員
会
の
運
営
方
針
に
関
す
る
事
項

五　

大
学
ま
た
は
館
長
か
ら
付
議
さ
れ
た
事
項

六　

そ
の
他
歴
史
館
に
関
す
る
重
要
事
項

（
運
営
委
員
会
の
運
営
）

第
12
条　

運
営
委
員
会
は
、
館
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
事
を
整
理
す
る
。

（
運
営
委
員
会
の
定
足
数
）

第�

13
条　

運
営
委
員
会
は
、
運
営
委
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

２�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
11
条
第
３
号
の
議
決
は
、
運
営
委

員
の
３
分
の
２
の
出
席
を
要
す
る
。

３�　

定
足
数
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
外
国
出
張
中
の
者
、
休
職
中
の
者

お
よ
び
病
気
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
２
月
以
上
欠
勤
中
の
者

は
、
運
営
委
員
の
数
に
算
入
し
な
い
。

（
運
営
委
員
会
の
議
決
）

第
14
条　

運
営
委
員
会
の
議
決
は
、
出
席
運
営
委
員
の
過
半
数
に
よ
る
。

２�　

運
営
委
員
会
の
決
議
は
、
大
学
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
効
力
を
生

ず
る
。

（
歴
史
館
運
営
協
議
会
）

第�

15
条　

歴
史
館
の
展
示
運
営
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
協
議
す
る
た

め
、
運
営
委
員
会
の
下
に
、
歴
史
館
運
営
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。）
を
置
く
。

（
協
議
会
の
職
務
）

第
16
条　

協
議
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

一�　

歴
史
館
展
示
の
管
理
お
よ
び
運
営
に
係
る
基
本
方
針
に
関
す
る

事
項

二�　

歴
史
館
展
示
の
管
理
お
よ
び
運
営
の
方
法
な
ら
び
に
そ
の
体
制
に

関
す
る
事
項

三　

展
示
の
追
加
お
よ
び
更
新
に
関
す
る
事
項

四　

企
画
展
示
に
関
す
る
事
項

五　

そ
の
他
展
示
運
営
に
係
る
重
要
事
項

六　

そ
の
他
協
議
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項
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（
協
議
会
の
構
成
）

第
17
条　

協
議
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

一　

文
化
推
進
を
担
当
す
る
理
事

二�　

文
化
推
進
部
長
、
広
報
室
長
、
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
長
お

よ
び
會
津
八
一
記
念
博
物
館
長

三　

館
長
お
よ
び
副
館
長

四　

文
化
推
進
部
事
務
部
長

（
協
議
会
委
員
長
）

第�

18
条　

協
議
会
に
協
議
会
委
員
長
１
人
を
置
き
、
前
条
第
３
号
に
規
定

す
る
委
員
の
う
ち
、
館
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

２　

協
議
会
委
員
長
は
、
協
議
会
を
招
集
し
、
議
事
を
整
理
す
る
。

（
協
議
会
の
運
営
）

第�

19
条　

協
議
会
は
、
委
員
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
く

こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

協
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
に
よ
っ
て
決
す
る
。

３�　

協
議
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
委
員
以
外
の
者
の
出
席
を
求
め
、
そ

の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
顧
問
）

第�

20
条　

歴
史
館
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
顧
問
若
干
人
を
置
き
、
業
務
遂

行
上
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

顧
問
は
、
館
長
の
推
薦
に
よ
り
大
学
が
嘱
任
す
る
。

（
研
究
調
査
員
）

第
21
条　

歴
史
館
に
研
究
調
査
員
若
干
人
を
置
く
。

２　

研
究
調
査
員
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
大
学
が
嘱
任
す
る
。

一　

本
大
学
の
教
職
員
の
う
ち
か
ら
館
長
の
推
薦
す
る
者

二�　

本
大
学
の
教
職
員
以
外
の
研
究
者
の
う
ち
か
ら
館
長
の
推
薦
す

る
者

（
研
究
調
査
員
の
任
期
）

第�

22
条　

研
究
調
査
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。

（
研
究
調
査
員
の
任
務
）

第�

23
条　

研
究
調
査
員
は
、
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
、
調
査
、
研
究

お
よ
び
そ
の
他
歴
史
館
か
ら
付
託
さ
れ
た
業
務
に
従
事
す
る
。

２�　

館
長
は
、
研
究
調
査
員
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
業
務
に
関
す
る
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
講
師
（
任
期
付
））

第�

24
条　

歴
史
館
に
、
歴
史
館
を
本
属
と
す
る
講
師
（
任
期
付
）
若
干
人

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
助
教
）

第�

25
条　

歴
史
館
に
、
歴
史
館
を
本
属
と
す
る
助
教
若
干
人
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。

（
助
手
）

第
26
条　

歴
史
館
に
助
手
若
干
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２�　

助
手
は
、
館
長
の
命
を
受
け
て
、
研
究
、
調
査
そ
の
他
歴
史
館
の
事

業
に
従
事
す
る
。

（
助
手
規
程
の
準
用
）

第�

27
条　

早
稲
田
大
学
助
手
規
程
（
１
９
５
２
年
教
務
達
第
１
号
）
第
３

条
か
ら
第
11
条
ま
で
（
第
５
条
の
２
を
除
く
。）
の
規
定
は
、
歴
史
館
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の
助
手
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
程
の
規
定
は
、
次

の
と
お
り
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一�　

第
４
条
第
１
項
お
よ
び
第
３
項
中
「
学
術
院
長
」
と
あ
り
、
第
５

条
中
「
所
属
の
学
術
院
長
」
と
あ
る
の
は
「
館
長
」

二�　

第
３
条
、
第
４
条
、
第
５
条
の
２
、
第
９
条
お
よ
び
第
10
条
中

「
教
授
会
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
委
員
会
」

三�　

第
５
条
の
２
お
よ
び
第
11
条
中
「
各
学
術
院
」
と
あ
る
の
は
「
歴

史
館
」

（
事
務
組
織
）

第�

28
条　

こ
の
歴
史
館
に
関
す
る
事
務
組
織
は
、
早
稲
田
大
学
事
務
組
織

規
則
（
１
９
８
７
年
庶
文
達
第
20
号
の
１
）
を
も
っ
て
別
に
定
め
る
。

（
会
計
年
度
）

第�

29
条　

歴
史
館
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
３
月

31
日
に
終
わ
る
。

（
経
費
）

第�

30
条　

歴
史
館
の
事
業
費
は
、
大
学
か
ら
の
交
付
金
、
寄
附
金
、
補
助

金
な
ら
び
に
研
究
、
教
育
お
よ
び
調
査
等
の
受
託
収
入
そ
の
他
の
収
入

を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

（
会
計
処
理
）

第�

31
条　

歴
史
館
の
会
計
は
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
を
も
っ
て
処

理
す
る
。

２�　

研
究
、
教
育
、
調
査
等
の
受
託
に
係
る
収
支
は
、
特
別
会
計
を
も
っ

て
処
理
し
、
そ
の
他
は
一
般
会
計
を
も
っ
て
処
理
す
る
。

（
収
支
の
予
算
）

第�

32
条　

館
長
は
、
毎
年
度
の
終
わ
り
に
、
次
年
度
の
収
支
予
算
案
を
作

成
し
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
大
学
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
収
支
の
決
算
）

第�

33
条　

館
長
は
、
毎
年
５
月
末
日
ま
で
に
、
前
年
度
の
収
支
決
算
書
を

作
成
し
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
大
学
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
事
業
計
画
）

第�

34
条　

館
長
は
、
毎
年
度
の
終
わ
り
に
、
当
該
年
度
の
事
業
の
経
過
お

よ
び
次
年
度
の
事
業
計
画
を
大
学
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
事
業
計
画
を
変
更
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

附
則
（
抄
録
）

　
　
　

附　

則
（
２
０
２
２
年
１
月
７
日
規
約
第
21
─
61
号
の
８
）

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
館
長
の
任
期
の
特
例
）

２�　

こ
の
規
則
施
行
後
の
歴
史
館
規
則
（
以
下
「
改
正
後
規
則
」
と
い

う
。）
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
最
初
に
嘱
任
さ
れ
る
館
長
の
任
期
は
、

改
正
後
規
則
第
７
条
第
１
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
２
２

年
９
月
20
日
ま
で
と
す
る
。

　
　
　

附　

則
［
整
理
］（
２
０
２
２
年
２
月
３
日
規
約
第
21
─
76
号
）

　

こ
の
規
則
は
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附　

則
［
整
理
］（
２
０
２
２
年
５
月
25
日
規
約
第
22
─
７
号
）

　

こ
の
規
則
は
、
２
０
２
２
年
５
月
25
日
か
ら
施
行
す
る
。




